
社会貢献活動（インターンシップ）の実施報告

（一社）札幌林業土木協会

活動内容 農業高校３年生を対象とした現地見学会を実施

１ 実施年月日 ： 令和３年７月２９日（木）
２ 実施場所 ： 北海道三笠市西桂沢国有林及び芦別市高根沢国有林

空知森林管理署管内
３ 参加会員数 ： 岩見沢農業高等学校（生徒１９名、教諭２名）

北海道森林管理局５名、空知森林管理署４名
会員企業２社５名、事務局１名 延べ３６名

４ 活動内容
当協会では、平成２７年度から森林土木技術者の確保を目的に岩見沢農業高等学

校３年生を対象とした林業土木工事の現地見学会を実施しています。令和２年度は
コロナ渦であいにく実施できませんでしたが、今年度は空知森林森林管理署管内の
治山と林道の工事施工箇所で実施しました。
現地出発前に、岩見沢農業高校の教室で、北海道森林管理局担当官及び空知森林

管理署の武森署長等が治山工事、林道工事の概要について説明を行いました。
その後、西桂沢治山工事施工箇所に移動し、及川産業（株）の現場代理人が工事

概要の説明を行い、施工中の床固工を見学しました。生徒からの「冬期の施工はど
うするのか。」「何人で作業しているか。」などの質問に、監督職員や現場代理人が
丁寧に回答しました。また、生徒の「重機の運転席に座ってみたい」との希望によ
り、数人の生徒が興味深げに運転席に座っていました。
向高根沢林道（林業専用道）新設工事施工箇所では（株）植田組の現場代理人が

工事概要の説明を行い、現場を見学しました。生徒から「木製の流木除け工は壊れ
ないのか。」「幅員３ｍでは大型車が通行できないのではないか。」などの質問に、
森林管理局の担当官や現場代理人がわかりやすく回答しました。
見学会の終わりに、生徒代表から「工事現場を見ることができ貴重な経験になっ

たので、この経験を進路選択に活かしたい」と謝辞がありました。

活動写真

教室で空知署武森署長からの説明 治山工事の現場見学

重機の操縦席に座った生徒代表 林道工事の現場見学


